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 バルセロナにおける小さな公共空間
"Life Net Line" の提案
 THE SMALL PUBLIC SPACE "LIFE NET LINE"  IN BARCELONA
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　This study suggests that the patio is created the neighborhoods small space of the urban planning blocks in 
Eixample of Barcelona. The overall objective how to make a space for good relationship inside the patio of urban 
blocks. Most important regeneration strategy is layered a new passage below historical city plan and existing 
planned housing blocks, add new expand the area for the outside own housing.
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街並みを生み出すのは決して建物が作り出している産
物ではなく人々の活動がおきてこそ豊かな場や空間が
生まれている。
　バルセロナには 1859 年につくられたセルダによる
都市計画の断片である独特の都市空間があった。街区
に見えるファサードは商業化し、ヨーロッパの都市的
要素をもつ。しかし、内部に一歩入ると周囲にある一
つ一つの建物の振る舞いが内部に現れ生活している様
が見受けられるのである。
歳月によって失われた元ある本来の中庭空間は、現在
様々な形をもって多くの人の憩いの場と変容していお
り、これからの生活空間の可能性を感じた。
本計画では、都市で生活すること、ライフスタイルや
働き方が変わってきている現代において住宅環境をよ
り豊かなものにするためにバルセロナを対象とし住宅
と中庭空間（公共空間）の新たな更新を目指す。
−バルセロナ−
　スペイン第二の都市であり、人口 1,608,746 人、面
積 101,35k㎡、カタルーニャ州の州都である。地中海
の活気ある人気の観光都市としても知られている。
　バルセロナのはじまりは、紀元前 20 世紀− " 植民
都市バルキノ " とされている。2 本の小川に挟まれ、
わずかに高くなったタベルの丘を中心とし海岸線を
軸 線 と し 垂 直 方 向 に 400m, 並 行 方 向 300m, 市 域 約
120,000㎡、市壁に囲われた「囲壁都市」である。
　
以後、地中海の歴史に翻弄されながらも少しずつ大き
くなり、囲壁が拡張されつくらていった。
18 世紀間にバルセロナの人口は急増し、10 万人を超
えるほどに成長した。 しかし、 囲壁に閉じ込められ
た都市は多くの人々が劣悪な生活環境い不満を募らせ
ていた。現在のアシャンプラ地区「拡張地区」と呼ば
れる拡張市街地は、スペイン政府の名のもと 1859 年
に土木技師インフォルノ・セルダ (Ildefonso Cerdá) に
よって計画され、 その独特のグリット状で 8 角形の
街区の形をもつ、均質な都市計画提案された。しかし、
人口増加や様々な思惑により、街区の形式のみ残した
姿へ変わってしまった。近年、バルセロナは旧市街地
や 22@ 地区等、地域ごとに再整備計画を行っており、
現代のニーズに合わせ街は変化を遂げている。
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1- 概要
図 1 : バルセロナ航空写真
　他の地区ど同様にアシャンプラ地区でも再整備が行
われている。近年、セルダの都市計画案が評価される
ようになり今まで駐車場や個人所有としていた街区の
内側（中庭）を公共スペースとして解放し、地域にひ
らこうと試みている。
中庭再生事業では公共施設と一緒に整備しているケー
スが多い。一つの施設ではなくいくつかの施設と複合
して計画することにより、多くの世代が集まる場所を
提供している。
調査を通して、現在 57 の事例を確認でき、またその
他を含めると 124 の何かしらの中庭利用がなされて
いることがわかった。すでに建て詰まってしまった空
間を取り戻す事業はとても困難で、街区の内側は地上
階のテナントの拡張であったり、倉庫、駐車場、スー
パーマーケットなどが未だ建設されてしまっている状
況である。異なる利用方法を参照すると〈拡張地区再
生プラン〉に則した開発することではなく、異なるア
プローチによって新たに中庭を復権できる可能性があ
るのではないかと考える。
　都市空間の中にあるオープンスペースは住宅街の路
地に思い思いの個人の空間が溢れ出し裏であるのか表
なのかわからない独特の空間があらわれていた。しか
し、現在の都心部では高層化しそんな表情は単なる建
物の壁と変わってしまった。ヨーロッパの都市風景は
街区にびっしりと古くからの建物が並び、生活感は内
部にある中庭へ閉ざされている。しかし、バルセロナ
においては街路に面する表情は同じものの街区の中に
ある中庭空間は個々の振る舞いはあらわれ日本のよう
な裏が表に代わりうる風景が生まれている。
さらに、住戸は既存の建物をリノベーションしながら
暮らしており、各住戸によってファサード使われ方も
様々である。内側と外側の表情には意識の差があり、
内側にはリビングやダイニング等の家族の空間、街路
側には個人の空間を配置しより内部によりオープンな
つくりとなっている。
歴史的変遷の中で変化してきた街区のつくりは大きな
街区であるものの、異なる魅力をもつ小さな部分が集
積しているように感じる。中庭再整備プロジェクトを
調査する中、活動がうまれている中庭とそうでない中
庭があり、果たして環境が変わっているのだろうかと
いう疑問がうまれた。調査の中で、街路空間の中での
オープンスペースがあまりないこと、活動の多くは住
まいの中にあることを観察し、大きな都市の中での小
さな取り組みが広がっていくことによって、生活環境
さらに都市環境としての変化がうまれる手法を模索す
る。
　都市から人々のための空間を獲得し、近隣住人の交
流の場として、街区の内側の周縁部を核とした新たな
小さな公共空間 "Life Net Line" を提案する。
図 2 : 拡張市街地計画前　実施測量地図 (1855) 図 3 : 拡張市街地計画案　 (1859)
図 4 : 中庭再整備計画　実施事例
図 6 : 内と外の関係性
図 7 : 街区内部にみられるのファサード
図 5 : 中庭再整備計画と中庭利用されている街区　
2- 持続可能な都市を目指して−再整備の手法
3- 都市における人々の空間
4- 小結
5- 設計提案
図 8 : 敷地周辺航空写真
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 グリット状の都市は、都市においての移動経路が限
られてしまっている。ところどころに中間に通りのあ
るところ、斜めの通りもあるがほとんどの場合は直線
的な移動に限られてくる。今までなかった中庭を通る
アクセス圏を創出し、中庭空間を核とした新しいネッ
トワークをつくる。セルダが計画した都市計画は以前
ある道を生かす手法をとらず、平等で均質な都市像を
描いていた。開発するにつれなくなってしまった以前
の道は、現在土地区画割として内部に残され都市の内
側へと閉ざされている。
今回、この 1859 年以前の通りを用いて、内部へのア
プローチできる新たな交通網を考える。
地歴を読み取り、以前の道を介入させる。[ 中庭との
関係 / 建物の高さ / 建物年代 / 用途 / 内部低層の建物
との関係 / 交差箇所に対する緩和 ] 以上の条件をふま
え調整を行う。それにより道の拡幅やその拡幅面積に
緑の領域 ( 菜園 ) を用いることによって全体として緑
被率をあげる。
一体として連続していくかたちへと展開する。
　拡張していく ” Expand space ” は個人により様々
なかたちをもって可変的に展開し、ときの経過により
様々な表情へと移り変わる。
　
　今回敷地をバルセロナと設定し現地調査を 3 ヶ月
おこなったがこの都市の全ての仕組み成り立ちを理解
することは難しく、様々な問題にぶつかった。日本人
として異なる価値観をもち、大きくまた小さく都市空
間を見ることによって都市のアイデンティティを引き
出し、近隣の新しいネットワークとして機能していく
建築になることを望みます。また、大きな中庭の再整
備ではなく小さなところから少しずつ行うことのでき
る本計画は、都市を更新していくことをより積極的な
姿勢として捉えることができる。
　本設計にあたり、長期にわたりご指導いただきまし
た赤松佳珠子教授に感謝致します。また副査の陣内秀
信教授、北山恒教授はじめ、デザインスタジオ 11 の
飯田喜彦先生、 バルセロナ建築家である小塙芳秀さ
ん、 研究の第一人者であります阿部大輔教授、 伊藤 
喜彦准教授、様々な意見、ご指導をいただけたこと、
この場をお借りしてお礼を申し上げます。
　最後に、協力して頂いた多くの友人、後輩へ感謝の
意を申し上げたく、謝辞に代えさせて頂きます。
 
図 9 : 都市の Network　ダイアグラム 1　　
図 10 : 都市の Network　ダイアグラム 2　　
図 11 : 中庭の Network　ダイアグラム 1　　
図 12 : 中庭の Network　ダイアグラム 2　
　 既 存 街 区 に 対 し て 都 市 の
Network = " Life Net Line " を
挿入する。[ 中庭との関係 / 通
過建物の高さ / 建物年代 / 用途
/ 内部低層の建物との関係 / 採
光条件 ] 以上の条件をふまえて
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